
ラップアップ（各1分）

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

例 アジェンダ（議題）

話し合いの記録
（模造紙）

※話し合い時間10分

代表者が、アジェンダについて

話し合ったことを全体に発表した内容



図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

A-1 生活を豊かにするための中高年の遊び～提案と実験～

・多摩市のメインテーマではないか

・「生活を豊かにするための中高年のための遊
び」という観点で図書館を利用する企画がで
きないか

・どうやってやるか？どういうふうに組織作り
をするのかがまだ具体化されていない

・中高年の方が図書館の提供できる情報を利
用し、「多摩市の中で遊ぶ」ということを具体
的に経験できるよう、組織的にリードしてい
きたい

ラップアップ（各1分）



ラップアップ（各1分）

「やとのいえ」を紹介したい みんなで読みたい

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

B-1

・ニュータウンの子供達の「ふるさと」がないと
いうことではなく、生まれ育ったここがふる
さと、という縁（よすが）のような本になるの
では

・「やとのいえ」は多摩ニュータウンに近い原風
景を150年にわたり解説していて、絵も優し
い

・パルテノン多摩の方たちの努力でできた本な
ので、大事に伝えてみんなで読んでいきたい

※『やとのいえ』
著者：八尾 慶次
出版社：偕成社
出版年月：2020年8月



ラップアップ（各1分）

ネット・デジタルサポートチーム

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

C-1

・今高校生世代はSNSをよく使っている

・LINEよりインスタ、X（旧Twitter）を使って
情報収集している

・SNSで図書館の魅力発信して拡散したり、図
書館で高校生が読んだ本をネットで発信する
→いろんな人に拡散でき、私も読もうかなと
いう気持ちになるのでは

・有料データにすることでたくさんの人にも伝
わるのでは



ラップアップ（各1分）

図書館未来ビジョン・ライブラリートーク～クラブ活動につなげる

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

D-1

・ラーニングコモンズの活用として、図書館で
トークをするというクラブ活動を始めてはど
うか。多世代交流の場にもなる

・未来に向かって何ができるか、何をしたいか
を、その時のテーマに沿って話し合うことを
継続的にやりたい。そのきっかけとして今年
度の夏に行いたい

・毎回多世代の人がいろんな関心でテーマが
出るようにしたい



ラップアップ（各1分）

選書プロセスの職員との共有（みんなで自覚・思考）

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

A-2

・多摩市立図書館は50年の蓄積があるが、そ
の本は職員が選書しているということを、市
民はあまり知らないのでは？

・以前市民自らインタビューを行ったこともあ
るが、職員体制も変わり、現在はどうしてい
るか？他の図書館との違いなどを市民間で
共有したい

・本をリクエストしたら入るのか？何を廃棄し
ているのか？の共有

・選書基準があるが、アバウトすぎて何を選ん
でいるか分からない
→どこまで明らかにしてほしいのかをまず決
めることが必要

・選書、廃棄をしていることを自覚し、図書館の
これからの未来について共有していく



ラップアップ（各1分）

多摩のまちづくりを考える

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

B-2

・多摩ニュータウンには50年間の歴史がある

・多摩ニュータウン資料が図書館にあるので、
調べて情報発信していきたい

・「今までどうだったか」だけでなく、「これから
どう街を変えていきたいか」を軸に、様々な
施設に出向いて取材を行い、研究成果を発表
することが重要なのではないか

・大きな本屋は駅の近くにあるが、街中の小さ
な本屋がなくなっている
→高齢者や子育て世代には家の近くの本屋
が便利。復活させてはどうか

・図書館「やまばと号」（移動図書館）の復活
→以前と同様では人が来ないということなら、
キッチンカーと合体したやまばと号はどう
か



ラップアップ（各1分）

声優さんまたは俳優さんによる名作読みきかせ会

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

C-2

・声優が大人気。幅広い世代に支持されている

・声が良いと名作も頭に入ってきやすいので、
定期的に機会があれば

・ギャラが問題だが、多摩市に日本アニメー
ションの本社があるのでそのつながりや、多
摩市にゆかりがある方に協力してもらうなど
で解決できないか

【具体的なアイデア】
・公園を使い、お弁当を楽しみながら絵本を聞
く会

・親子で楽しめる会

・古文、漢文など、馴染みがないものを様々な
方に聞いてもらう会
→本になじんでもらう機会にしたい



ラップアップ（各1分）

みなさんのアイデア実現を支える図書館を知る学び！／図書館にボラセンをつくる

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

D-2

・アイデアの実現を支える図書館側のことを知
る、展示する

・日本の中で多摩市の図書館はどの程度なの
かを知る

・図書館デザイン会議を行うこと自体が新しい
と感じているので、このようにアイデアを提
案しあうことを続けていきたい



ラップアップ（各1分）

ゼロから何か(作品のようなもの)を創り出す。絵本や数えあそびなど世界観を身体で体現しつつ自ら作り出す場面を作る

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

A-3

・“なにを”を決めつけずに、大型絵本、ダンス、
作品、イベントなど、その場にいた参加者が躊
躇なく生み出せるイベントを開催したい

・テーマ性など、下準備では専門家の意見を聞
きたい

・安心安全で最大限色々なアイデアが出る環境
を作り、その場のみんなで楽しめるイベントを
開催したい



ラップアップ（各1分）

「村上春樹をどう読むか（仮題）」について講演会をする

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

B-3

・村上春樹の本は難しく、好き嫌いがあるが、
読むヒントをもらうと分かりやすく読む事が
できる

・小山鉄郎氏：村上春樹のインタビューの第一
人者。
「村上春樹をどう読むか」などのタイトルで講
演会をしていただきたい。

・村上春樹の本は年を重ねてから読むとまた
違った楽しみがあり、熱量が感じられる



ラップアップ（各1分）

「涼しい」をテーマに選書（職員に相談してもよい）したり、言葉と本と絵で展示する（最初に講座開催）

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

C-3

・開館イベントを想定して「涼しい」をテーマに
どういう展示をするのか を考えた

・地球温暖化もあり、7月1日が開館なので、
「涼しい」からイメージする言葉、本、イラスト
などで展示したい

・まず最初に講座を開き、本を選ぶときに図書
館職員に相談できる形をつくり、選書方法に
ついてサポートがある展示にしたい



ラップアップ（各1分）

紙にこだわる！①自分の本を作る製本教室を開く ②そして、その本を図書館の本として置く

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

D-3

・製本教室を開き、その本を図書館の蔵書とし
て置いてもらう

・子供達が絵本を本にして、少ない人数からも
小学校で話題になり人を増やしたい

・本を作る際、表紙を作ることが難しい
ヨーロッパの本、和綴じの本等良い本がある
→表紙のサンプルがあればいいのでは

・「たま綴じくん」という綴じ方を生み出して、
キャラクターを作り宣伝していく



ラップアップ（各1分）

東寺方図書館で夏休み宿題サポート（小学生・中学生） これをきっかけに地域図書館でイベントをできるようにする

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

A-4

・多摩市には4つ地域館があるが、10年前に存
続の危機があった

・地域館のそのような現状を知らない人も多い

・地域図書館を知ってもらいたい、広げたい

・中央図書館にサポートしてもらいながら地域
館でもイベントを

・中央図書館だけでなく、地域図書館が図書館
として残っていくためのイベントを行いたい

【具体的なアイデア】
・地域図書館をめぐってみよう！



ラップアップ（各1分）

「読書の楽しさ」を共有する 読書をする人が減っていることを実感しているので「読書の楽しさ」を共有するイベントがしたい

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

B-4

・中学生の7割が本を読んでいない。手に取っ
ていない。朝の10分間しか読んでいない

・大人を含め、読書人口が減っていることを危
惧している
→読書の楽しさを共有することで読書人口
を増やしたい

【具体的なイベントアイデア】
・あなたの本選びます
→他者が自分の本を選んでくれる

・ビブリオバトル、読書会

・一つの本をみんなで読み、内容を話し合う

・表現をすることで読書をより楽しむ
文章を書いてみる
→筆者の表現に気付く、理解を深めるなど



ラップアップ（各1分）

高校生×図書館×多摩地域の方々との交流

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

C-4

・現在、都立永山高校で読書会を開催中
→中学生・高校生・地域の方を集め、時間を
決めて好きな本について話し合っている

・それを図書館で出張して行いたい

・ラーニングコモンズを使って行いたい



ラップアップ（各1分）

いろんな分野について少しずつ書かれた冊子を図書館に置く

図書館デザイン会議第二回 アンカンファレンス各議題

D-4

・様々な分野について1冊にまとめる

・興味を持ったら図書館ですぐに見れるように
すればよいのではないか


